
問合せ　子育て支援課　子育て支援係　055－237－5674　

問合せ　上石田3-6-31 中央部幼児教育センター内　055－２２３－２２５３

ひとり親家庭のために
～手当や医療費など～

～生活の支援～

問合せ　子育て支援課 子育て支援係　055－237－5674

問合せ （一財）山梨県母子寡婦福祉連合会　朝日4－5－21　055－252－7014

　生活上のさまざまな問題のため、児童の養育が十分にできな
い場合に、母子家庭の母と子が入所し、安定した生活を送るため
の施設です。
・

・

対 象

費　　用

配偶者のいない女子またはこれに準ずる事情のある女子及
びその者の監護するべき児童
所得等に応じた費用負担あり

母子生活支援施設

　ひとり親家庭の児童、父又は母に一定程度の障がいがある児
童、両親のいない児童を養育している方などに支給されます。申
請月の翌月分から支給開始となります。
・対 象 18歳に達する日以後の最初の3月31日までの児童又は20歳

未満で中度以上の障がいを有する児童を養育しているひとり
親家庭等の父、母又は養育者

・

・

支 給 日

支 給 額

5月・7月・9月・11月・1月・3月の11日
※11日が土曜日・日曜日・祝日の場合は、直前の平日
第1子（本体額） 所得に応じて月額10,740円～45,500円
第2子加算額 所得に応じて5,380円～10,750円
第3子以降加算額 所得に応じて3,230円～6,450円

※令和６年度中に、国による児童扶養手当の拡充が予定されていま
す。詳細は、今後、ホームページ等で発信していきます。

児童扶養手当（所得制限あり）

　ひとり親家庭のサポート利用料を約２分の１助成する甲府市
独自の制度です。サポート前に申請し、資格認定を受けてください。
・
・
対 象
助 成 額

依頼会員でひとり親家庭の父及び母
所得及びサポート時間帯によります。お問合せください。

甲府市ファミリー・サポート・センター利用料助成

問合せ　山梨県社会福祉協議会 生活支援課　北新1-2-12　055－251－3900

　「高等職業訓練促進給付金」を受給し就職に有利な資格取得を目指す方に対する入学・就職準備金と、就職を目指して「母子・父子自立支
援プログラム」に従って意欲的に取り組む方に対する住宅支援資金は、ひとり親家庭の親の自立を支援する貸付けです。
　一定の条件を満たした場合、貸付金の返還を免除します。

ひとり親家庭高等職業訓練促進資金貸付事業（高等職業訓練促進資金・住宅支援資金）

　ひとり親家庭の父又は母、児童が、病気やけがで健康保険証を使
って治療や投薬を受けた時の一部自己負担金と入院時の食事療養
標準負担額（父又は母の場合1／2）を助成します。助成方法は、受給
者証を使って医療機関で窓口無料で受診する方法と、医療機関で一
部自己負担金を支払った後、受診月の翌月以降に本市で医療費助成
金の申請をして助成を受ける方法があります。詳しくはお問合せく
ださい。

・対 象

ひとり親家庭等医療費助成制度（所得制限あり）

　児童が入進学する家庭に祝金を支給します。
・

・

対 象

祝　　金

小中学校に入進学予定の児童を養育している、世帯全員が所得
税の納付義務のない、ひとり親家庭等（生活保護世帯等は除く）
小学校5,000円　中学校10,000円

ひとり親家庭等小中学校入進学祝金（所得制限あり）

　住宅に困窮する低所得者の世帯に対して、低額な家賃で住宅
を賃貸します。入居申請等は次の機関にお問合せください。

公営住宅

　母子・父子自立支援員や各地区のひとり親家庭相談員がひとり
親家庭及び寡婦の方の相談に応じています。

ひとり親家庭等相談

　ひとり親家庭の方が就業による自立促進を図るため、看護師な
どの資格取得の学校に行ったり、知識・技能習得の講座を受講し
たりすることに対して、生活費や受講料の一部を支給します。受
講開始前に問合せ先に相談してください。

ひとり親いきいき自立応援給付金

　ひとり親家庭等が、自立促進に必要な理由（技能習得のための
通学、就職活動等）又は社会的事由（病気、出張等）により一時的
に保育サービスや生活援助が必要な場合、家庭生活支援員による
サポートを受けることができます。※所得等に応じた利用料金あり。

日常生活支援事業

　ひとり親家庭、寡婦の方に、経済的自立や子どもの福祉の向上を図るため低
利または無利子で各種資金の貸付けを行っています。資金の種類は、修学資
金・就学支度資金・技能習得資金・就職支度資金・転宅資金など12種類です。

母子・父子・寡婦福祉資金貸付事業

問合せ　市営住宅 住宅課住宅係 055-237-5812
　　　　県営住宅 県営住宅管理センター 055-236-8717
　　　　※貢川団地 県住宅供給公社 055-237-1656

・入学準備金：50万円以内、就職準備金：20万円以内(申請期間：令和6年4月1日～令和7年2月7日)
・住宅支援資金：家賃の実費（上限４万円）（最大12か月まで）（申請期間：令和6年4月1日～令和7年2月7日）

18歳に達する日以後の最初の3月31日までの児童を養育してい
る、所得税の納付義務のないひとり親家庭の父又は母、及び児
童、両親のいない児童
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～仕事につくために～

・就業アドバイザーによる就業相談、就業情報の紹介
・就業に役立つ就業支援セミナーの開催
・技能習得講座の実施…パソコン講座（5～7月頃の日曜日）、介護職員初任者研修講座（6月～12月頃の土曜日）
　※無料託児サービス有。受講にあたっては事前申込が必要。
・特別相談（対象者はひとり親家庭及び寡婦・子どもを抱えて離婚を考えている方）…弁護士による無料法律相談の実施（※予約制）

甲府市母子家庭等就業・自立支援センター

問合せ　（一財）山梨県母子寡婦福祉連合会 　朝日4－5－21　055－252－7014

・子育て中の就職希望者に、キャリアコンサルタントが、就職相談、応募書類の書き方や面接練習、
　子育て支援制度等に関する情報提供を行なっています。
　※原則予約制　予約連絡先 055-233-4510
　※キッズスペースもあります。
・ハローワークによる就業相談・紹介、求人検索も行なっています。

山梨県子育て就労支援センター（やまなし・しごと・プラザ内）

問合せ　飯田1－1－20　JA会館5階　055－233－4510

子育てと両立しやすい求人の提案、就職に役立つセミ
ナー、担当者制によるきめ細やかな就職相談・職業紹
介を行っています。１人で悩まずハローワークへ。
※キッズコーナーもあります。

ハローワーク甲府マザーズコーナー

問合せ　甲府公共職業安定所マザーズコーナー  住吉1－17－5  055－232－6060(43♯）
　　　　　 やまなし・しごと・プラザ内 山梨県子育て就労支援センター 飯田1-1-20 山梨県JA会館5F 055－226－1188
　　　　

　ものづくりの仕事に就くために必要となる職業訓
練を無料で受講でき、就職も同時にサポートします。

ポリテクセンター山梨（山梨職業能力開発促進センター）

問合せ　中小河原町403－1　055－242－3066

※無料託児サービスも利用可能です。（実費別）

　市では、平成23年度より、ワーク・ライフ・バランスの実現に向けて、子育てと仕事の両立支援やイクメン応援など、子育てしやすい職場環境づくり
に積極的・継続的に取り組む事業者を表彰し、その取組を広くお知らせすることで、子育てしながら働きやすい社会になるよう応援しています。

～子育て応援優良事業者表彰～

甲府市では、子育てしやすい職場環境づくりに取り組む事業者を応援しています。
「甲府市子育て応援優良事業者」の募集は、7月～8月に行っています。
自薦・他薦は問いません。ぜひ積極的にご応募ください。
詳しくは、市ホームページをご覧ください。

問合せ　子育て支援課　子育て支援係　055-237-5674

http://www3.jeed.go.jp/yamanashi/poly/

　表彰事業者の募集時
期はホームページでお知
らせします。
　ご応募お待ちしており
ます。

提出書類のダウンロード
表彰制度の詳細はこちら

◆　令和5年度 表彰事業者　◆
東電タウンプランニング株式会社 山梨総支社

　育児のしやすい働き方を志向し、フレック
スタイム勤務制度の整備や、テレワーク制度
の全社員に対する導入、また、育児のための
短時間勤務、子の看護休暇など育児関連の制
度において、法を上回る要件緩和を実施する
等により、家庭の状況に合わせた柔軟な働き
方を支援している。
　また、イクボス宣言や男性社員による育児
休業及び産後パパ育休の取得実績があり、ワ
ーク・ライフ・バランスの推進に取り組んでい
る。

清水建設株式会社 東京支店 山梨営業所

　妊娠・出産・育児といったライフイベントを
迎えた社員が、中長期的なキャリア形成を継
続できるように「キャリアと育児の両立支援
ハンドブック」を作成し、妊娠報告時から出
産、復職直後までの期間に利用できる制度や
支援メニューを周知するとともに、「ベビーシ
ッター補助」や「不妊治療費の無利子貸付」
など独自の経済的支援を行っており、出産や
育児を担う期間も従業員が安心して働ける
環境を整備することで、ワーク・ライフ・バラ
ンスの推進に取り組んでいる。
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